こんで 来る 生徒の 靴音、 飽を 投げつ ける 音、 

それに 交って 「あれ、 おれの 席 は どこ だ」 「お 

い 吉田吉 田 こっち だ こっち だ」 「や あ 変 だな あ、 

こんなと ころに 僕の 机が …… 」 などと 

きゅうく ちょう 

急 口調 の 話 声。 

えび はら 

生徒 蝦 原 あつ 先生 だ …… 。 

△ 扉が ガチャ リ としまる 音 

先生 えつ へん 

せいしゅく ま 

一同、 たちまちし— んと 静粛になる (間) 

先生 (出席簿 を バタ バタ 開けたり しめたり しながら) 

ああ ァ 皆さん。 この クラス は 相 変らず 一 兀 気者ぞ ろ い 



じ やのう。 夏休み 中 は、 さぞ や さぞ 楽しい ことで 

あったろう。 先生な ど は 夏休み 中、 すこし 気に かか 

る ことがあって (といって はっと 気がつき) ああむ 

にやむ にや、 えつ へん。 —— ああ ァ、 そこで 新学期 

の 始めに 一 つ、 クラス 全体に 苦言 を呈 してお く。 

A 生徒 大勢が ガヤ ガヤと 不安 の 気配 

先生 ああ ァ、 どうじ や、 この クラス は なかなか 元気 

むじゃき も のぞろ 

者 揃いで あり、 また 中々 無邪気 者 揃いであって、 先 

生 はよ い クラス じ やと 思つ とる が、 ああ ァ、 一 っ感 

心せん ことがある。 それ は —— それ はじゃ、 近来 宿 

題 を やらせても 大分 出来が 悪い し、 試験 を やっても、 



これ また 答案の 出来が 悪い。 どうも これ は 困った 傾 

向 じ や。 

生徒 一 同。 し— ん としてい る (間) 

先生 (励声 一番) これ 思う に、 この クラスの 皆が 戦 

争 ごっこに 夢中に なって いて、 勉強の 方 を とんと 

怠って いるから じ やと 思う。 戦争 ごっこ、 必ずし 

も 悪く はない。 しかし 勉強 を 第一と せんけり やなら 

ん。 お前た ち はまず なによりも 生徒で あるの じ やか 

らな。 出征 兵士 は 敵 兵 をた おすの が 任務で ある ごと 

く、 生徒 は 勉強す るの が 任務 じ や。 お前た ち 第二 国 

民が 今 勉強 を 怠って 居る と 次の 時代に 於いて これが 



どんな 風に 響く と 思う か。 次の 時代に 戦争が 起った 

ときに や、 不勉強の おかげで 敵軍 を 撃破す るに 足る 

優秀な 戦車が 出来な か つ たり、 また 優秀な 飛行機が 

作れなかった りして、 ベ そ を かかんけ り やならん。 

ゆ P 

つまり 学問の 力で 外国に 負ける ぞ。 まことに 由々 し 

き f 大 1* ではない か。 

廊下に あわただしき 靴音、 扉 ひらく 音。 

給仕 (息 を はずませながら) あ、 大山 先生。 お宅 か 

ら 電話です。 すぐお 帰り 下さい、 です つて。 

先生 (おどろき) ええつ、 な、 な、 なにごと か 起つ 

たという のか。 



給仕 先生のお 宅で 赤ちゃんが 生れそう です つて。 

生徒 一同、 うわ— つと 喚 € を あげ 机 を 叩き 床 を 踏 

みならす。 

先生 えつ。 とうとう 始まった か。 それ はまこと に 

由々 しき 一 大事。 

生徒 一 同う わ ー つ。 

先生 これこれ (と 生徒 を 制しながら) 皆 よろこんで 

くれ、 先生の ところでは 十五 年ぶりに、 ついに 赤ん 

坊が 生れる の だ。 神様が 赤ん坊 をさず けたもう たの 

とラと 

だ。 戦争で、 尊 い 兵士 は 死ぬ、 国力 は 減る、 それ を 

おぎな 

補う の は 赤ん坊の 誕生 だ、 笑い事で はない。 先生 



の 家に は 留守番がない の だ。 ちょっと いってく る、 

静粛 にして いるんだ ぞ。 

先生の 靴音 去る、 扉の 音。 

級長 まことに 由々 しき 一大事 か。 

こんど は 誰も 笑う ものがない (間)。 

そうそう 

級長 ねえ 皆。 新学期 早々、 これ はまこと に 由々 しき 

一 大事 だ。 僕たち は、 たしかに 生徒た る 本分 を 忘れ 

ていたよ うだね。 

さんぴ 

生徒、 賛否両論 ガヤ ガヤ。 

級長 どう だ 皆、 こう しょうじゃ ないか。 この 由々 し 

き 一大事 を 突破す るた めに、 わが クラス は 勉強 組合 



第一 一国 民に は 大事な ことなんだ ぜ。 

生徒 大勢 「そうだ そうだ」 

ゆうはん ゆう. H ん ゆうはん 

級長 じ や 夕飯 〔# 「夕飯」 は 底本で は 「夕食」 r がすんで 

から、 誰かの 家へ 集って やる ことにしよう。 僕の 家 

の 会社に 広い 会議室が あるから、 お父さん にいって 

あそこ を 貸しても らおう や。 

生徒 うまく ゆく かな あ。 

級長 きっとう まく ゆく よ。 

生徒 でも 蝦 原の ような 出来ない やつ は、 いくら 教え 

たって 出来 やしないよ。 

級長 な あにきつ と、 うまく ゆかせる よ。 僕に や、 ま 



だとって 置きの いい 手が あるんだ。 この 手で やれば、 

どんなに 出来ない やつ だって、 出来る ようになる ぜ。 

つまりこう いう 風に 。 

場面 一 転す る 感じの 出る 音楽。 

生徒 ガヤ ガヤ。 

けいてき こうじん 

遠く 自動車の 警笛、 口笛 を 吹いて いる 行人、 など 

そうおん 

街の 騒音。 

級長 外が 騒々 しいね。 暑い けれど、 窓 を 閉めよう。 

窓 を閉る 音。 

生徒 あつ、 出来た。 これでい いんだろう。 X は 5 で 

Y ま 3、 Z ま J さ。 



級長 ええ、 ちょっと かして ごらん、 X は 5、 Y は 3 

で、 Z …… はか。 よし 答 は 合って いる。 ほら、 キヤ 

ラ メル 一 個 だ。 

生徒 (よろこんで) ああ サン キ ユウ、 これで キャラ 

メル は 五ッ目 だ。 (と、 口の 中へ 放り こんで ピ チヤ 

えび はら 

ピ チヤな める) や あ 蝦 原が 泣い てら あ、 蝦 原、 出来 

ない のか。 

蝦 原 (く すん と 鼻 をす すり) なんべん やっても 出来 

ねえ。 

生徒 ちえつ、 ちょっと 見せて ごらんよ。 あれ、 まだ 

一 一番 じ やない か。 



蝦 原 ああ、 そうだよ。 僕なん か、 まだ キャラメル を 

一 個し か 喰べ ていないんだ。 

生徒 そり や 仕方ない よ。 だって まだ 一 題し き や 出来 

てな いんだ もの。 今日 代数の 時間、 君 は 飛行機の 絵 

ばかり 書いて いた じ やない か、 あれ じ や 駄目 だよ。 

蝦 原 なにが 駄目 だい。 

級長の 足音。 

級長 ああつ、 君た ち 喧嘩なん かしち やい けない よ。 

生徒 ねえ 蝦 原 はやつ ぱリ 出来な いんだよ。 まだ 二番 

の 問題で、 ひっかかって いるんだ。 君 教えて やり 給 

え I 



級長 よし。 蝦 原、 どこまで やつたん だ、 あつ、 これ 

じ や 駄目なん だ。 君 は 公式 を 忘れて いるんだ。 だか 

ら 出来な いんだ。 さっき 教えて やった じ やない か。 

A の 二乗、 マイナス、 B の 二乗 を 因数分解 すると、 

さあ どうなる？ 

蝦 原 え— と A の 二乗、 マイナス、 B の 二乗 はえ ー と 

え 1 とえ， 1 え， 1 

級長 早く 思いだ し 給え、 おい 蝦 原、 キャラメル を 喰 

ベた かない かい、 ほら こんなに いい 色 をして いるよ 

蝦 原 喰べ たいよ。 それ を 喰べ ると、 公式 を 思いだ す 

力ち 知. W な レ 



級長 駄目 駄目 思い出さ なきや 絶対に やらない よ。 

あつそう だ、 君に 頑張って もらうた め、 おまけ を 一 

つつけ るよ。 ほら チョコ レ ） ^一 つお まけ だ、 チヨ 

コレ— ト喰 ベた かない かい。 

蝦 原 喰べ たいよ 喰べ たいよ、 口の 中に ツバが たまつ 

てきた よ。 ああた まんない、 目の毒 だ。 目をつぶつ 

ちゃおう。 A の 二乗、 マイナス、 B の 二乗 はえ ！ 

と、 え— と、 A マイナス B の 二乗 ：：： じ やない や、 

A マイナス B とそれ から キャラメル、 いやち がった 

ええう ー ん あつ、 そうだ、 わかった わかった、 A マ 

せき 

ィ ナス B と A プラス B の 積 だ！ 



級長 蝦 原え らい！ それでい いんだ。 こんど はもう 

忘れち や 駄目 だよ、 ほら キャラメルと チョコ レ J r 

を やる よ。 

艦 原 どうもありがとう (と 早速 ホォ ばり、 口 を も ご 

も ごさせ ながら) ああうまい、 ホ オペ タが おっこち 

そうだ。 

級長 公式 を 思いだ したら、 問題 を 早く 解いて しまい 

なよ。 ほら ここ だ。 A マイナス B が こっちに も ある 

から、 A マイナス B でく くれる じ やない か。 

蝦 原 ああ 本当 だ。 A マイナス B でく くって あと は、 

え ー と 3A プラス 2B と、 A プラス B か、 ねえ、 こ 



街の 遠くから、 出征 兵士 を 送る 「天に 代りて」 の 

合唱 近づき 来る。 

…… —幕— …… 

もぎしけん 

第二 景 夢の 中の 模擬試験 



音楽。 夢の 曲 (トロイ メ ライの 如く) 

受験生 青木 はて 見なれ ない 所 だな あ。 どうして 僕 は 

今ごろ、 こんな 野原 を 歩いて いるんだろう ねえ …… 



最初の 家で は 卵の 半数と 一 個の 半分と を 売り、 次の 

家で は 残りの 卵の 半数と 一個の 半分と を 売って、 最 

後の 家で 、残りの 卵の 半数と、 一個の 半分 を 売って 

それで 全部 売りつ くしました。 最初、 籠に あった 卵 

は 何個だった でしよう か。 但し 卵 は、 いつも 割らず 

に 売りました。 これ を 代数で 解いて ください。 

青木 や あ 面白い な あ。 まるで ナゾ ナゾの 問題 だ。 こ 

れを 代数で 解けと は、 ますます 面白い。 まず 卵の 総 

数 を X と 置いて、 それから …… 。 

女 受験生 房 子 はい 先生、 できました。 

青木 あれつ、 もう 出来た 子が いるよ。 



女教 はい 房 子さん、 出来たん です ね。 どういう 式 を 

立てた か、 そこで 読み あげて ごらんなさい。 

房 子 はい。 まず 最初の 家で 売った 卵の 数 は、 X を 二 

で 割って、 そこへ プラス 二分の 一個です。 これ を ま 

とめます と、 分母が 二、 分子が X プラス 一 となり ま 

す。 仮り にこれ を A と 置きます。 

女教 A とおくので すか、 それから …… 。 

房 子 さて、 次の 家で 売った 卵の 数 は 残りの 卵の 半数 

ですから、 X マイナス A を 二で 割った ものと、 そこ 

へ 二分の 一個 を 足した ものです。 このうち A は 前に 

出て いますから、 それ を 代入し まして、 結局 第 二番 



目の 家で 売った 数 は 分母が 四、 分子が X プラス 一 と 

なります。 これ を B と 置きます。 

女教 それまで はよ ろしい、 それから …… 。 

房 子 最後の 家で 売った 卵の 数 は、 X マイナス A マイ 

ナス B、 これ を 二で 割った ものと、 そこへ 二分の 一 

個 を 足した ものです から、 これ は 分母が 八、 分子が 

X プラス 一 となります。 これ を C と 置きます。 

女教 それで 答 は？ 

房 子 X ィコ— ル、 A プラス B プラス C ですから これ 

を 解いて X は 七 個と なります。 

ごめいさん 

女教 御名 算 です。 はじめ 籠の 中に あった 卵 は 七 個で 



ぎよ-つてん 

えてし まいました。 さあ 人間 はび つくり 仰天、 こ 

れ をなん ていう でしよう か 「ああ、 わし は 今 そこで 

幽霊 を 見た よ」 つて！ 

まじ 

つまり、 超 立体 世界の ものが 我々 の 立体 世界に 交 

わると、 それが 幽霊に 見える のです。 

ぎおん かいき 

△ 幽霊の 消える 擬音と 怪奇 音楽よ ろしく あ つ て 



第 三景 受験生の 親 達 



なにわぶし ぎだゆう 

△ 遠くで ラジオが 聞え だす。 (浪花節 か 義太夫 

か) 

とうそくる い 

受験生の 母親 え ー、 頭足類 はた こに、 いいだ こに、 

まき 賊、 するめ 烏賊、 やり 烏賊の 五つ。 この 頭文字 

ふく そくる V 

を 読む と、 たいます や。 え ー 次 は、 腹足類、 これ は 

四つ、 あわびに とこぶしに、 さざえ、 たにし、 この 

頭文字 を 読む と、 あと さた。 え ー、 たいます やに、 

あと さた …… 。 

いびき 

△ この辺で 大きな 鼾 の 音が 聞え だす。 

ふそくる い はまぐり しじみ 

え— 次 は 斧 足 類。 蛤 こ こ 



ぐ ー つと 睡る といい わ。 睡眠剤 をのんで やすむ のよ- 

ヽヽ/ T ヽ O 

レレ カレ 

道 夫 (いよいよ 睡 そうに) え ー え、 あ ー あ—、 

ふとん 

△ 蒲団 を 出す 音。 母親 は 襖 をし めて、 もとの 茶 

の 間に かえ つ て ど さりと 座る。 

母親 本当に 道 夫に 代って やりた いわねえ、 あたしな 

ん かちっと も睡 かない わ …… さあ、 もっと 先 を 勉強 

してお きましょう。 道 夫が どの位 勉強し たかを 験す 

の は、 あたしが 道 夫 以上に、 何でも 覚えて なくち や 

ひとりつ こ 

いけな いんだ わ、 一人子の 母親って、 誰でも こんな 

にやき もき する もの かしら。 (気分 を かえて) え ー 



かき ほたてがい 

斧 足 類 は 蛤に 蜆に 牡蠣、 あさり、 あげまき、 帆立貝、 

赤貝、 ばか 貝。 

△ 音響、 格子が がらがらと あく。 (父親の 帰宅) 

父親 なんだ。 赤貝にば か 貝 か 大変な 御馳走 だな。 し 

よ あおやぎ すい 

かし、 ばか 貝 は 止して くれ。 青柳と いう 粋な 名が あ 

る じ やない か。 

母親 お帰りなさい まし。 あなた、 御飯 はもう お済み 

になり ましたの。 

父親 どういたしまして。 これから 洋服 をぬ いで、 そ 

この 長火鉢の 前で 御馳走になる てえ 順序で ござんす。 

母親 まあ …… 。 



父親 (飯 を頰 張りながら) 動物学 だって。 

母親 ええ。 つま リ、 斧 足 類の 動物と 申します と、 蛤 

だの、 蜆 だの、 あさり だの、 それから 赤貝 やば か 貝 

でございますの。 

父親 な あんだ。 御馳走じゃなかった のかい。 それ は 

一 向つ まらん ねえ。 (気 を かえて) しかし、 なぜお 前 

が 赤貝 やば か 貝 を 暗記す る 必要が あるんだ。 

母親 あなた ァ！ あ、 あ、 あなた ァ！ 

かなき こえ 

父親 ななな、 な あんだ。 急に、 か、 金切り声 など 出 

しゃが つ て。 

母親 失礼いた しました。 では ございま すが、 あなた 



は 道 夫に 対し、 たいへん 冷淡で いらっしゃいます。 

道 夫が、 あの 通り 受験 準備の ため、 好きな レコ— ド 

をき くこと さえよ してい ますのに、 あなた は 道 夫の 

入学試験 のこと を、 ちっとも 心配して おやりに なら 

な いんです もの。 

父親 冗談い うな。 俺 は どんなに か 心配 を I 。 

母親 まあ、 あたくし の 申す こと をお 聞き あそばせ。 

あたくし なんか、 道 夫と 一緒にな つて 受験 勉強 をし 

とうそく ふく そ く ふそく 

ている ので ございま すよ。 頭足類、 腹足類、 斧 足 類 

など を 暗記して おります の も、 道 夫 以上に 母親が 

知っていれば、 道 夫が 発奮す ると 思う からで ござい 



に 害が ある。 常識 上 重要な 原理 さえし つかり 覚えて 

いれば、 いいんだ よ。 受験 書なん か、 一冊で 沢山 だ _ 

ザ J の 間 も 勘定 したら、 お 前 は 漢文 の 受験参考書 だ け 

しゅ-つ しゅ ラ 

でも 二十 七 冊 も 集めて いやがった。 まるで 蒐集 マ 

ニァ だ。 

母親 蒐集 マニア だなん て、 まあ ひどい。 あなたの 原 

理 主義なん かに 従ってい ると、 高等学校の あのむ ず 

かしい 問題なん か、 一 題 だって 出来 やしません わ。 

父親 お前が そんなに 勉強して いるの なら ちょっと 尋 

ねる が、 颳 風が 近づいて ね、 いい かい、 真東から 風 

が 吹いて いるんだ。 しからば 颱風の 中心 は どの 方角 



母親 でも 御存知な いので は、 入学試験に 合格し ませ 

んゎ。 

父親 ばか、 そんな 無駄な 暗記 は 意味がない よ。 辮髪 

令の 年号なん か 何の 役に立 つんだ。 

母親 だから あなた は 冷淡 だと 申す のです わ。 万一 辮 

髪 令の 年号が 試験に 出て、 道 夫が 答えられなかった 

その 時 は、 落第で ございま すよ。 一 人 息子 を 落第 さ 

せる なんて、 あなた は 鬼 か 蛇 か、 実になん という… 

隣室の 襖が がらり と 開く (道 夫 起き 出る) 

道 夫 お父さん もお 母さん も、 やかまし くって、 僕ね 



底本 ： 「海 野 十三 全集 第 7 巻 地球 要塞」 三 一 書房 

1990 (平成 2) 年 4 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「十八 時の 音楽 浴」 ラヂォ 科学 社 

1939 (昭和^:) 年 5 月 5 日 発行 

初出： 「家庭 コント 新学期 行進曲」 JOAK ラジオ ド 

ラマ 台本 

1938 (昭和 S) 年 9 月^日 放送 

》 「西 歴」 は 底本 通りです。 

入力 ： 土屋隆 

校正 ： 田 中哲 郎 

2 00 5年4月1臼！£:成 
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この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



